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は
じ
め
に

　

北
海
道
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
（
道
空
衛
）

及
び
札
幌
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
（
札
空
衛
）

の
定
時
総
会
な
ら
び
に
日
空
衛
北
海
道
支
部
会

を
、
２
月
25
日
（
水
）
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札

幌
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

池
田
会
長
は
、
昨
年
を
振
り
返
り
大
阪
・
関

西
万
博
の
開
催
や
、
政
界
で
は
女
性
総
理
の
誕

生
と
総
選
挙
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
ま
し

た
。

　

空
調
衛
生
工
事
業
で
は
人
材
不
足
と
働
き
方

改
革
の
浸
透
で
、
現
場
配
置
に
苦
慮
し
て
い
る

状
況
が
続
い
て
お
り
、
人
材
確
保
の
た
め
外
国

人
の
雇
用
が
道
内
各
地
で
増
え
て
き
て
い
る
こ

と
も
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
的
な
人
材

不
足
に
対
応
す
る
に
は
、
関
連
団
体
と
の
連

携
を
深
め
、
若

い
世
代
に
空
調

衛
生
工
事
業
の

魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
新
４
Ｋ

（
給
与
・
休
暇

・
希
望
・
か
っ

こ
い
い
〝
き
れ

い
〟）
の
実
現
に
よ
り
人
材
の
確
保
、
育
成
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
、
こ
れ
ら
の
課
題
に

取
り
組
み
、
空
調
衛
生
設
備
の
重
要
性
を
広
く

社
会
に
対
し
て
発
信
す
る
な
ど
積
極
的
な
事
業

活
動
を
本
年
も
展
開
し
て
い
く
と
決
意
を
表
明

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
令
和
７
年
度
事
業
報
告
」、「
令
和

７
年
度
会
計
決
算
報
告
と
監
査
報
告
」、
こ
れ

ま
で
実
施
し
た
こ
と
の
な
い
「
会
費
規
程
の
改

定
」
の
承
認
に
続
き
、「
令
和
８
年
度
事
業
計

画
」、「
令
和
８
年
度
収
支
予
算
」、「
令
和
８
年

度
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
が
報
告
さ
れ
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

池
田
会
長
は
、
昨
年
を
振
り
返
り
北
海
道
新

幹
線
の
札
幌
延
伸
が
８
年
以
上
の
延
期
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
や
、
新
年
度
に
向
け
て
は
若
手
職

員
に
対
し
、
専
門
知
識
の
習
得
や
技
術
力
の
向

上
を
図
る
た
め
各
種
の
講
習
会
を
開
催
す
る
こ

と
を
挙
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
設
備
業
界
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
い
、
空
調
衛
生
設
備
の
社
会
に
お
け

る
役
割
や
仕
事
の
魅
力
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
と
表
明
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
令
和
７
年
度
事
業
報
告
」、「
令
和

７
年
度
会
計
決
算
報
告
と
監
査
報
告
」
の
承
認

に
続
き
、「
令
和
８
年
度
事
業
計
画
」、「
令
和

８
年
度
収
支
予
算
」、「
令
和
８
年
度
ス
ロ
ー
ガ

ン
」
が
報
告
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

令
和
８
年
度
日
空
衛
北
海
道
支
部
会
は
、
高

橋
広
幸
専
務
理
事
を
講
師
と
し
て
「
最
近
の
日

空
衛
の
活
動
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会

　

札
空
衛
・
道
空
衛
の
合
同
懇
親
会
に
は
、
会

員
と
賛
助
会
員
、
ご
来
賓
を
含
め
て
151
名
の
皆

様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
来
賓
の
北

海
道
開
発
局
営
繕
部
長 

滝
本
悦
朗
様
、
北
海

道
防
衛
局
調
達
部
長 

石
原
弘
仁
様
、
北
海
道

建
設
部
建
築
局
長 

飯
沼
善
範
様
、
札
幌
市
副

市
長 

天
野
周
治
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
く

と
と
も
に
日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
副
会
長

の
谷
口
昌
伸
様
の
乾
杯
で
懇
親
に
移
り
、
短
い

時
間
で
し
た
が
出
席
者
全
員
が
大
い
に
親
交
を

深
め
、
北
海
道
空
調
衛
生
工
事
業
協
会 

亀
岡

副
会
長
の
乾
杯
で
盛
況
の
う
ち
に
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人

北
海
道
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

第
33
回
定
時
総
会

一
般
社
団
法
人

札
幌
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

第
20
回
定
時
総
会

一
般
社
団
法
人

日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

北
海
道
支
部
会

１級管工事施工管理技士受験準備講習

　 道空衛では､ 有資格者を養成するため､ 毎年､ 一次検定と二次検定

の受験準備講習会を実施しております。 令和７年度は､ 札幌､ オホーツ

ク､ 釧根支部の３か所で講習会を開催しました。

　 第一次の受講者は､ 札幌とオホーツク､ 釧根支部合わせて76名で､ 

その内66名が受験しましたが､ 合格者は27名でした。 第二次は受講

者20名全員が受験して16名が合格となり､ 合格率は全国や全道平均

を大幅に上回りました。

　 今年度の講習会は､ 昨年と同様に３か所で継続開催する予定ですが､ 

第一次のオホーツク､ 釧根支部の講習は既に終了しました。 また､ 札幌

でも募集は終了しましたが､ 第２次については､ 11月に開催する予定で

すので､ 多数の皆様の受講をお待ちしております。

　 なお､ 他の支部でも開催希望がある場合は事務局にご連絡ください｡

道空衛 理事道空衛 理事

渡邊 裕道渡邊 裕道

㈱㈱渡辺渡辺設備工業設備工業
代表取締役代表取締役社長社長

・新理事紹介・・新理事紹介・
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幌
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会
北
海
道
支
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会



　（一社）北海道空調衛生工事業協会では、毎年新入社員向けに社会人としての心構えや接遇・電話対応

などの基本的なマナー研修を実施しているほか、技術者向けの研修会も下記の通り実施して技術力の向上

に寄与するよう努めています。

◆令和７年度 技術系新入社員研修会（２班に分けて２回実施）

　開催日時：①令和７年９月17日（水）～ 19日（金）

　　　　　　②令和７年９月24日（水）～ 26日（金）

　開催場所：北海道設備会館  ２階  大会議室

　受 講 者：65名（30社）　①33名　②32名

　【１日目】講師：朝日工業社㈱北海道支店  技術部長　長崎  伸一 様

　　　　　　　■講話「これからの空調衛生工事業と若手技術者への期待」

　　　　　　講師：関口技術士事務所  所長　関口  正博 様

　　　　　　　■現場代理人の役割・現場業務の実態

　　　　　　　■空調設備の概要、空調方式、冷暖房方式

　　　　　　　■凍結防止対策、雪冷房、熱源・蓄熱システム、コジェネレーション

　【２日目】講師：関口技術士事務所  所長　関口  正博 様

　　　　　　　■配管、ポンプ、送風機、ダクト

　　　　　　講師：たかまつ技術士事務所  代表　髙松  康二 様

　　　　　　　■建築設備と地球環境問題との関わり　　■衛生設備の概要

　【３日目】講師：たかまつ技術士事務所  代表　髙松  康二 様

　　　　　　　■給水、給湯、排水通気、衛生設備、消火、ガス　　■寒冷地の設備技術

　　　　　　　■建築図面の見方、設備図面の見方・書き方

◆令和７年度 技術系新入社員ステップアップ研修会

　開催日時：令和７年10月22日（水）～23日（木）

　開催場所：北海道設備会館  ２階  大会議室

　受 講 者：37名（19社）

　【１日目】講師：関口技術士事務所  所長　関口  正博 様

　　　　　　　■モデル建築図面解説（熱負荷計算の準備）　　■空調設備技術計算

　　　　　　　■冷暖房設備技術計算

　　　　　　　■換気設備技術計算　　■トラブル事例と適用法規（空調関係）

　　　　　　　■空調施工の留意点

　【２日目】講師：たかまつ技術士事務所  代表　髙松  康二 様

　　　　　　　■衛生設備技術計算　　■消火設備技術計算

　　　　　　　■トラブル事例と適用法規（衛生関係）

　　　　　　　■衛生施工の留意点
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研修会開催結果



  

は
じ
め
に

　

日
本
最
北
端
の
都
市
で
あ
る
稚
内
市
は
「
環
境
都

市
わ
っ
か
な
い
」
を
掲
げ
、
日
本
有
数
の
風
況
を
有

す
る
地
域
特
性
を
生
か
し
た
風
力
発
電
に
よ
り
、
現

在
は
域
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
発
電
量

が
市
内
の
電
力
消
費
量
を
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
２
０
２
５
年
に
は
地
域
新
電
力
会

社
「
北
風
と
太
陽
エ
ナ
ジ
ー
」
を
通
し
た
稚
内
市
公

共
施
設
へ
の
電
力
取
次
供
給
が
始
ま
っ
て
お
り
、
稚

内
市
内
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
流
れ

は
よ
り
強
く
な
っ
て
い
る
。
新
庁
舎
の
整
備
に
あ

た
っ
て
は
、
市
が
宣
言
す
る
「
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
計
画
さ
れ
、
高
い
断
熱
性
能
の
確
保
と
、
電
気

熱
源
を
中
心
と
し
た
高
効
率
設
備
の
導
入
に
よ
り
、

Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
を
取
得
し
、
都
市
の
将
来
像
を

内
外
に
発
信
す
る
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

  

配
置
計
画

　

新
庁
舎
は
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
や
市
立
稚
内
病

院
な
ど
か
ら
成
る
公
益
拠
点
と
、
Ｊ
Ｒ
稚
内
駅
を
含

む
複
合
施
設
「
キ
タ
カ
ラ
」
を
結
ぶ
都
市
軸
上
に
位

置
し
、
駅
前
通
り
と
バ
ス
通
り
の
交
点
に
配
置
し
て

い
る
。
建
設
地
は
、
地
域
の
活
性
化
に
も
資
す
る
よ

う
、
公
益
拠
点
と
駅
及
び
キ
タ
カ
ラ
の
２
拠
点
間
に

新
た
な
人
の
流
れ
を
創
出
さ
せ
、
中
心
市
街
地
へ
波

及
、
連
鎖
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
決
定
し
た
。

  

空
間
構
成

　

１
階
に
、
来
庁
者
の
利
用
が
多
い
窓
口
機
能
と
、

行
政
手
続
き
の
合
間
に
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
市
民
利

用
ス
ペ
ー
ス
を
配
置
し
た
。
窓
口
に
隣
接
す
る
市
民

利
用
ス
ペ
ー
ス
は
、
開
放
的
で
日
常
的
な
待
合
や
憩

い
の
場
と
し
て
利
用
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
で
部
分
的
に
間
仕
切
る
こ
と
も

可
能
で
、
選
挙
期
間
中
の
期
日
前
投
票
所
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
空
間
と
し
た
。

　

最
上
階
で
あ
る
４
階
に
、
議
場
を
中
心
と
し
た
議

会
諸
室
を
集
約
し
た
。
ま
た
、
市
街
地
を
一
望
で
き

る
ラ
ウ
ン
ジ
を
設
け
、
隣
接
す
る
議
会
図
書
室
や
大

会
議
室
の
一
部
も
含
め
、
市
民
が
市
政
に
触
れ
な
が

ら
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と

な
る
よ
う
計
画
し
た
。

  

外
皮
の
環
境
性
能

　

冬
期
の
内
外
温
度
差
が
30
℃
近
く
に
な
る
積
雪
寒

冷
地
で
は
、
外
皮
の
熱
性
能
向
上
が
環
境
配
慮
の
基

本
と
な
る
。
新
庁
舎
で
は
、
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
を

含
む
外
部
サ
ッ
シ
の
ほ
ぼ
全
面
に
ト
リ
プ
ル
ガ
ラ
ス

を
採
用
し
、
さ
ら
に
Ｒ
Ｃ
湿
式
外
断
熱
工
法
の
組
み

合
わ
せ
で
高
断
熱
化
を
図
り
、
安
定
し
た
快
適
性
と

省
エ
ネ
性
を
達
成
し
た
。
外
皮
の
総
合
的
な
熱
性
能

の
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｐ
Ｉ
（B

u
ild

in
g

 P
erfo

rm
a

n
ce 

In
d

ex

）
の
評
価
値
は
０
・
６
２
と
な
っ
た
。

  

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化

　

熱
性
能
が
高
い
外
皮
の
導
入
で
削
減
し
た
負
荷
を

高
効
率
設
備
で
処
理
す
る
方
針
と
し
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化

（N
et Z

ero
 E

n
erg

y
 B

u
ild

in
g

の
実
現
）
に
よ
る
環

境
配
慮
建
築
を
実
現
で
き
る
よ
う
設
計
し
た
。

　

高
効
率
設
備
と
し
て
、
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
熱

源
、
全
熱
交
換
器
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
を
導
入
し
、

さ
ら
に
温
度
、
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
、
照
度
な
ど
の
各
種
セ

ン
サ
ー
を
活
用
し
て
自
動
的
に
制
御
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
結
果
と
し
て
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
度
合
い
の
指
標

で
あ
る
Ｂ
Ｅ
Ｉ
（B

u
ild

in
g

 E
n

erg
y
 In

d
ex

）
の
評

価
値
は
０
・
４
４
と
な
り
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ

基
準
の
達
成
に
つ
い
て
第
三
者
認
証
を
取
得
し
た
。

  

エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別

　

庁
舎
で
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
の
選
択
に
あ

た
っ
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結

果
な
ど
を
踏
ま
え
、
複
数
の
熱
源
構
成
パ
タ
ー
ン
を

比
較
検
討
し
た
う
え
で
決
定
し
た
。
設
計
段
階
で
は

地
域
新
電
力
会
社
が
ま
だ
設
立
準
備
中
で
あ
っ
た
も

の
の
、
将
来
的
な
連
携
の
可
能
性
も
考
慮
し
て
、
新

庁
舎
の
熱
源
設
備
は
電
気
主
体
の
シ
ス
テ
ム
構
成
と

し
た
。
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稚内市庁舎
株式会社日建設計 エンジニアリングG　　株式会社日建設計 エンジニアリングG　　小林　直樹小林　直樹

１階市民利用スペース：日常的には待合や憩いの場として、選挙
期間中や各種イベント時などはスライディングウォールで間仕切
って利用可能

１階執務スペース：PCa床版を用いた開放的な執務エリアの空調
はノズル制気口によりダクトレスとした

４階議場：床に段差がなく家具も可動として、議会以外での利用
も可能としている

４階ラウンジ・議会図書室：市民が自由に利用でき、大会議室の
一部も含めた一体的なオープンスペース（眺望スペース）とする
ことが可能

外観：外部サッシにはトリプルガラスを全面的に採用し、採光と断熱を両立

俯
瞰
写
真

：

駅
前
通
り
と
バ
ス
の
交
点
に
位
置
し
、

　
　
　
　
　

宗
谷
岬
の
方
角
を
仰
ぐ
新
庁
舎



  
熱
源
シ
ス
テ
ム

　

利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
の
検
討
結
果
や
地
域
特
性

（
積
雪
寒
冷
、
海
に
面
し
た
市
街
地
）
を
踏
ま
え
、

低
外
気
温
時
で
も
暖
房
効
率
の
低
下
が
ほ
ぼ
な
く
、

熱
源
や
熱
交
換
器
を
屋
内
ま
た
は
地
中
に
設
置
で
き

る
点
が
塩
害
対
策
に
有
効
で
あ
る
た
め
、
地
中
熱

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
を
シ
ス
テ
ム
の
主
体
と
し
た
。

　

ま
た
、
設
計
時
に
実
施
し
た
採
熱
量
評
価
の
結
果

を
踏
ま
え
、
導
入
実
績
が
豊
富
な
空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
チ
ラ
ー
と
無
圧
式
温
水
発
生
機
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

と
し
て
採
用
し
た
。
さ
ら
に
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
運
転

時
の
消
費
と
補
給
の
サ
イ
ク
ル
が
備
蓄
燃
料
の
品
質

維
持
に
寄
与
す
る
点
を
考
慮
し
、
無
圧
式
温
水
機
の

燃
料
は
非
常
用
発
電
機
と
共
通
の
Ａ
重
油
と
し
た
。

  

中
央
監
視
設
備

　

中
央
監
視
設
備
で
は
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基

づ
く
熱
源
の
自
動
運
転
切
替
を
可
能
と
し
、
複
数
の

熱
源
を
組
み
合
わ
せ
て
運
用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
管
理

の
軽
減
を
図
っ
た
。
ま
た
、
中
央
監
視
設
備
に
は

ｗ
ｅ
ｂ
回
線
を
利
用
し
た
遠
方
監
視
機
能
を
付
与
し
、

遠
隔
で
の
運
転
状
況
監
視
や
デ
ー
タ
収
集
等
を
容
易

に
行
え
る
環
境
を
構
築
し
た
。

  

空
調
換
気
設
備

　

多
く
の
職
員
や
市
民
が
利
用
す
る
執
務
ス
ペ
ー
ス

や
議
場
は
、
地
中
熱
由
来
の
冷
水
・
温
水
を
利
用
し

た
空
調
機
に
よ
る
単
一
ダ
ク
ト
変
風
量
方
式
と
し
た
。

全
熱
交
換
器
の
組
込
み
、
室
温
応
答
型
Ｖ
Ａ
Ｖ
制
御
、

予
冷
・
予
熱
運
転
制
御
な
ど
に
よ
り
、
外
気
負
荷
と

搬
送
動
力
の
低
減
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
会
議
室
等
の
個
室
は
、
寒
冷
地
で
の
暖
房

能
力
と
個
別
制
御
性
に
配
慮
し
、
寒
冷
地
用
エ
ア
コ

ン
と
熱
交
換
換
気
扇
の
組
合
せ
を
基
本
と
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
部
屋
毎
の
運
用
時
間
や
負
荷
の
違
い
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
空
調
方
式
と
し
た
。

  

衛
生
設
備

　

給
水
系
統
は
、
求
め
ら
れ
る
水
質
基
準
の
違
い
を

踏
ま
え
、
飲
用
水
系
統
と
雑
用
水
系
統
の
二
系
統
と

し
た
。
特
に
厳
し
い
水
質
基
準
が
適
用
さ
れ
る
飲
用

水
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
受
水
槽
で
貯
留
す
る
計
画
と
し
た
。

ト
イ
レ
洗
浄
に
利
用
す
る
雑
用
水
は
、
防
水
層
を
設

け
て
水
槽
と
し
て
利
用
可
能
と
し
た
地
下
ピ
ッ
ト
空

間
に
貯
留
し
、
建
物
内
の
空
間
効
率
向
上
に
配
慮
し

た
。

　

ま
た
、
使
用
量
や
使
用
形
態
を
考
慮
し
、
全
館
の

給
湯
方
式
を
電
気
式
個
別
給
湯
と
し
た
。
さ
ら
に
、

ト
イ
レ
や
給
湯
室
か
ら
の
排
水
は
、
電
力
を
使
用
し

な
い
重
力
排
水
を
基
本
と
し
た
。

  

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応

　

本
庁
舎
は
災
害
対
策
拠
点
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
、
建
築
設
備
に
つ
い
て
も
災
害
時
に
施
設
機
能
が

維
持
で
き
る
計
画
と
し
た
。

　

停
電
時
に
備
え
て
非
常
用
自
家
発
電
設
備
を
設
け
、

発
電
用
と
し
て
72
時
間
（
３
日
）
分
の
燃
料
を
備
蓄

で
き
る
タ
ン
ク
を
敷
地
内
に
設
け
た
。
非
常
時
に
は

電
気
熱
源
の
利
用
が
制
限
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
暖
房
使
用
量
も
考
慮
し
た
燃
料
タ
ン
ク
容
量
と

し
、
電
力
消
費
の
少
な
い
温
水
機
に
よ
っ
て
最
低
限

の
暖
房
を
確
保
で
き
る
空
調
シ
ス
テ
ム
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、
上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
途
絶
に
備
え
、
受

水
槽
は
災
害
時
に
３
日
分
の
必
要
水
量
を
常
時
貯
留

で
き
る
容
量
と
し
た
。
さ
ら
に
、
地
下
ピ
ッ
ト
の
一

部
を
非
常
用
排
水
槽
と
し
て
利
用
可
能
な
構
造
と
す

る
計
画
と
し
た
。

熱源構成イメージ

配置図

平面図 ４F 平面図 ２F

平面図 ３F 平面図 １F

■ 施設概要

所 在 地：北海道稚内市中央３丁目225－１

主要用途：庁舎

構　　造： 鉄筋コンクリート造、一部プレキャ

　　　　　　ストコンクリート使用

階　　数：地上４階建て（塔屋を含む）

延床面積：6,837.68㎡

設計・監理：株式会社日建設計

設　　計：2021年４月から2023年３月

施　　工：2023年６月から2025年６月

施 工 者：

　建築工事： 岩田地崎・富田・石塚特定建設

　　　　　　工事共同企業体

　強電工事： 電建・桜井特定建設工事共同企

　　　　　　業体

　弱電工事： 稚内電気工事・品田電気特定建

　　　　　　設工事共同企業体

　暖房換気工 事：恵菱・池田・石塚特定建設

　　　　　　工事共同企業体

　給排水衛生 工事：桜井冷熱・大洋設備・渡

　　　　　　辺設備特定建設工事共同企業体

　太陽光発電工事：株式会社電建

　地中熱設備 工事：桜井冷熱・大洋設備・渡

　　　　　　辺設備特定建設工事共同企業体

　外構工事： 中田・北新特定建設工事共同企

　　　　　　業体

････････････････････････････････････････

■ 設備概要

機械設備

　熱源設備： 地中熱HPチラー、空冷HPチラ、

　　　　　　無圧式温水機

　空調設備： 全熱交換器組込コンパクト空調

　　　　　　機３台、ターミナル空調機１台

　　　　　　電気式マルチパッケージエアコン

　換気設備： 全熱交換気扇（マイコンタイプ）、

　　　　　　給排気ファン

　排煙設備：機械排煙設備

　給水設備：加圧給水方式

　　　　　　（飲用、雑用２系統）

　給湯設備： 電気式局所給湯方式

　　　　　　（手洗い、シンク）

　排水設備： 自然流下（汚水、雨水）＋

　　　　　　ポンプアップ（ピット排水）

　消火設備：屋内消火栓

電気設備

　受変電設備：高圧１回線受電

　予備電源設備：低圧発電機（非常用）

　　　　　　　太陽光発電設備
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採
用
難
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
昨
今
、
地
場
の
中
小
・
零
細

の
も
の
づ
く
り
企
業
、
建
築
・
設
備
企
業
で
新
卒
採
用
が
実

現
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
今
や
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

工
業
系
の
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
の
先
生
方
か
ら
は
、
入

学
者
の
減
少
に
頭
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
あ
る
工
業
大
学
で
の
合
同
業
界
研
究
会
で
は
、
会
場

に
名
だ
た
る
大
手
・
中
堅
企
業
の
ブ
ー
ス
が
並
ぶ
中
、
学
生

の
姿
は
ま
ば
ら
で
、
採
用
担
当
者
の
数
よ
り
学
生
の
数
の
方

が
少
な
い
と
い
う
光
景
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
一
社
の
採
用
力
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
業
界

の
イ
メ
ー
ジ
、
学
生
が
触
れ
て
い
る
情
報
、
教
育
の
方
向
性
、

そ
し
て
社
会
全
体
の
価
値
観
が
絡
み
合
っ
た
、
構
造
的
な
問

題
で
す
。
弊
社
の
よ
う
な
小
さ
な
会
社
に
で
き
る
こ
と
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
で
き
る
こ
と
を
一
つ
ひ
と
つ
、

地
道
に
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

弊
社
で
は
、
大
学
か
ら
の
情
報
提
供
を
い
た
だ
き
、
合
同

企
業
説
明
会
へ
の
参
加
を
続
け
て
い
ま
す
。
抽
選
に
漏
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
参
加
の
機
会
を
求
め
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
工
業
高
校
な
ど
か
ら
会
社
見
学
の
お
申
し
出
が
あ
れ

ば
、
で
き
る
限
り
受
け
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
学
生

に
実
際
の
現
場
を
見
て
も
ら
う
こ
と
が
、
業
界
を
知
っ
て
も

ら
う
一
番
の
近
道
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

さ
ら
に
、
工
業
高
校
で
は
実
習
に
使
う
溶
接
機
の
更
新
予

算
が
つ
か
ず
、
老
朽
化
し
た
設
備
の
ま
ま
授
業
を
続
け
て

い
る
と
い
う
現
状
を
知
り
、
新
し
い
半
自
動
溶
接
機
を
購

入
し
、
札
幌
工
業
高
校
（
２
０
１
９
年
）、
琴
似
工
業
高
校

（
２
０
２
０
年
）
に
寄
付
し
ま
し
た
。
大
き
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
工
業
教
育
に
協
力
で
き
る
、
一
つ
の
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
若
い
社
員
が
弊
社
に
来
て
く
れ
る
の
は
、
弊

社
の
採
用
活
動
の
成
果
と
い
う
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の

お
導
き
と
ご
縁
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
社
員
は
、
実
家
の
近
く
に
弊
社
が
あ
っ
た
こ
と
で
名

前
を
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
応
募
し
て
く
れ
ま

し
た
。
地
域
に
根
ざ
し
て
長
年
仕
事
を
し
て
き
た
こ
と
が
、

こ
う
い
う
形
で
繋
が
っ
た
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
た
ま
た

ま
の
ご
縁
に
、
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

工
業
高
校
の
先
生
か
ら
、
こ
ん
な
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
伊
藤
製
缶
さ
ん
な
ら
育
て
て
も
ら
え

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
」
と
。
ま
た
、
就
職
活
動
に
行

き
詰
ま
っ
て
い
る
生
徒
の
た
め
に
、
会
社
見
学
の
機
会
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
相
談
を
い
た
だ
き
、
採
用
に
至
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
先
生
方
が
そ
の
よ
う
な
形
で
弊
社
を

信
頼
し
、
生
徒
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
、
何
よ
り
光

栄
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
弊
社
の
採
用
力
で
は
な
く
、
先
生

方
の
温
か
い
お
導
き
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

　

弊
社
に
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
若
い
社
員
が
多
く
在
職

し
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。
入
社
し
た
ば
か
り
の
若
い
社
員
に

と
っ
て
、
職
場
の
先
輩
は
い
き
な
り
お
父
さ
ん
よ
り
年
上
の

上
司
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と
年
上
の
お
兄
さ
ん
、
さ
ら
に
年

上
の
お
兄
さ
ん
、
と
い
う
感
覚
で
話
し
か
け
や
す
い
環
境
で

す
。
即
戦
力
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
５
年
、
10
年
か
け
て

ゆ
っ
く
り
育
て
て
い
き
た
い
と
い
う
方
針
で
す
。
失
敗
を
責

め
る
の
で
は
な
く
、
失
敗
か
ら
学
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
考
え

方
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
全
て
の
業
務
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
自
社
だ
け

で
教
え
ら
れ
る
わ
け
も
な
く
、
お
客
様
は
、
至
ら
な
い
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
も
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
り
、
む
し
ろ
改
善

す
べ
き
点
を
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
協
力
業
者
の

方
々
か
ら
は
、
現
場
作
業
や
現
場
監
督
、
製
作
に
至
る
ま
で
、

実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
仕
入

れ
先
の
方
々
か
ら
は
、
業
界
の
動
向
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

視
野
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。

　

社
員
は
会
社
だ
け
が
育
て
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と

を
、
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

採
用
難
の
時
代
に
、
弊
社
の
よ
う
な
小
さ
な
会
社
が
若
い

社
員
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
、
地
域
の
学
校
の

先
生
方
、
お
客
様
、
協
力
業
者
、
仕
入
れ
先
、
そ
し
て
地
域

の
皆
様
の
温
か
い
お
力
添
え
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

　

業
界
全
体
が
採
用
難
に
直
面
し
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

一
社
だ
け
が
頑
張
る
の
で
は
な
く
、
学
校
・
企
業
・
地
域
・

業
界
団
体
が
連
携
し
て
、
工
業
系
の
仕
事
の
魅
力
を
次
の
世

代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

弊
社
も
そ
の
一
員
と
し
て
、
で
き
る
こ
と
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　

皆
様
、
い
つ
も
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会社全景会社全景

加圧式フレーク設備機器  15ｔ/Ｈ×２系列加圧式フレーク設備機器  15ｔ/Ｈ×２系列

工場全景工場全景

２
０
２
６
年
４
月

２
０
２
６
年
４
月  

入
社
式

入
社
式

札
幌
工
業
高
校
写
真
部
撮
影

札
幌
工
業
高
校
写
真
部
撮
影

事
務
所
若
手
中
堅
社
員

事
務
所
若
手
中
堅
社
員

工場での集合写真工場での集合写真
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製
缶
工
業
株
式
会
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総
務
部
取
締
役
部
長　
　

加　

藤　

貴　

大



　

昨
今
、
国
内
外
に
お
い
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
や
２
０
５
０
年

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
急
速
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
２
０
３
０
年
度
に
温
室
効

果
ガ
ス
を
２
０
１
３
年
度
比
で
46
％
削
減
す
る
と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら

れ
て
お
り
、
空
調
業
界
に
お
い
て
も
環
境
負
荷
の
低
減
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
２
０
１
５
年
に
改
正
さ
れ
た
「
フ
ロ
ン
排
出
抑
制

法
」
に
よ
る
「
指
定
製
品
制
度
」
に
よ
っ
て
、
２
０
２
５
年
４
月
に
ビ

ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
も
指
定
製
品
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
低
Ｇ
Ｗ
Ｐ

（
地
球
温
暖
化
係
数
）
製
品
の
開
発
と
普
及
が
強
く
求
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
空
調
機
に
は
高
い
温
室
効
果
を
持
つ
冷
媒
が
使
用

さ
れ
て
き
た
背
景
が
あ
り
、
環
境
影
響
度
の
低
い
次
世
代
冷
媒
へ
の
転

換
は
業
界
全
体
の
重
要
課
題
で
す
。

　

安
全
性
、
環
境
性
、
省
エ
ネ
性
、
経
済
性
を
総
合
的
に
満
た
す
次
世

代
冷
媒
と
し
て
、
現
在
最
も
注
目
さ
れ
、
実
用
化
が
進
ん
で
い
る
の

が
「
Ｒ
32
冷
媒
」
で
す
。
Ｒ
32
は
既
に
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
や
店
舗
用
エ

ア
コ
ン
で
広
く
採
用
実
績
が
あ
り
、
近
年
、
よ
り
大
容
量
・
大
規
模
な

ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
へ
の
適
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｒ
32
は

「
微
燃
性
」
に
分
類
さ
れ
る
冷
媒
で
、
従
来
の
不
燃
性
冷
媒
と
は
異
な

る
特
性
を
持
ち
ま
す
。
燃
え
広
が
り
づ
ら
い
性
質
を
持
つ
も
の
の
、
万

が
一
漏
え
い
し
、
空
気
中
の
濃
度
が
燃
焼
下
限
界
（
Ｌ
Ｆ
Ｌ

：L
o

w
er 

F
la

m
m

a
b

ility
 L

im
it

）
を
超
え
た
場
合
に
は
燃
焼
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
特
性
を
正
し
く
理
解
し
、
適
切
な
取
り
扱
い

と
安
全
対
策
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

Ｒ
32
を
用
い
た
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
を
市
場
に
普
及
さ
せ
る
に

あ
た
り
、
設
計
、
施
工
、
保
守
、
そ
し
て
ユ
ー
ザ
ー
す
べ
て
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
が
安
心
・
安
全
に
取
り
扱
え
る
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
り
、
日
本
冷
凍
空
調
工
業
会
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
「
Ｊ
Ｒ
Ａ 

Ｇ
Ｌ

－

20
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
冷
媒
漏
え
い
時
に

お
け
る
最
大
濃
度
が
一
定
の
基
準
（
Ｌ
Ｆ
Ｌ
の
１
／
４
な
ど
）
を
超
え

な
い
た
め
の
空
間
設
計
基
準
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
法
令
に
準
ず
る
位
置
づ
け
で
あ
り
、
す
べ
て
の
関
係
者
が
遵
守
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
空
調
業
界
全
体
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
微
燃
性
冷
媒
の
安
全
な
利
用
と
環
境
負
荷
低
減
の
両
立

を
図
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
前
述
し
た
フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
の
「
指
定
製
品
化
制
度
」
で

は
、
２
０
２
７
年
４
月
に
寒
冷
地
向
け
（
高
暖
房
仕
様
）
ビ
ル
用
マ
ル

チ
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
も
指
定
製
品
化
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
北
海
道

内
に
お
い
て
も
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
徹
底
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ダ
イ
キ
ン
の
次
世
代
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
「
Ｖ
Ｒ
Ｖ
７
」
は
、

低
温
暖
化
冷
媒
で
あ
る
Ｒ
32
を
採
用
し
、
環
境
負
荷
低
減
だ
け
で
な
く

省
エ
ネ
性
と
快
適
性
に
つ
い
て
も
向
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
述
し

た
安
全
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
「
Ｊ
Ｒ
Ａ 

Ｇ
Ｌ

－

20
」
に
つ
い
て
、
大

部
分
を
機
器
側
で
遵
守
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
現
地
で
の

設
計
、
施
工
、
保
守
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
ま
す
。

　

Ｒ
32
の
安
全
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
追
加
と
な
る
、
設
計
～

施
工
～
納
入
～
運
用
ま
で
の
具
体
的
な
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
、
従
来
モ
デ

ル
と
比
較
し
た
全
体
フ
ロ
ー
図
を
図
１
に
示
し
ま
す
。

　

安
全
対
策
設
計
お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る
追
加
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
、

概
要
を
記
載
し
ま
す
。
ま
ず
、
系
統
内
に
封
入
さ
れ
た
冷
媒
が
す
べ
て

居
室
に
漏
れ
出
し
て
も
燃
焼
す
る
濃
度
に
達
し
て
い
な
い
か
を
計
算
し
、

こ
の
計
算
を
も
と
に
設
置
の
可
否
や
、
安
全
対
策
が
必
要
か
ど
う
か
を

部
屋
ご
と
に
判
断
し
て
い
き
ま
す
（
図
２
）。
ダ
イ
キ
ン
で
は
安
全
対

策
要
否
判
定
「
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
安
全
対
策
チ
ェ
ッ
カ
ー
」
を

用
意
し
て
お
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
誰
で
も
安
全
対
策
が
必
要
か

ど
う
か
を
判
断
で
き
る
ツ
ー
ル
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
安
全
対
策
が
「
必
要
」
と
な
っ
た
部
屋
に
つ
い
て
は
漏
え
い

想
定
箇
所
（
室
内
機
熱
交
換
器
お
よ
び
フ
レ
ア
接
続
部
）
に
冷
媒
漏
れ

を
検
知
す
る
「
検
知
器
」
と
、
冷
媒
漏
れ
を
知
ら
せ
る
「
警
報
器
」
が

必
ず
必
要
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
冷
媒
が
漏
れ
た
場
合
の
安
全
対
策

と
し
て
、
冷
媒
漏
れ
を
遮
断
す
る
「
遮
断
弁
」
ま
た
は
漏
れ
た
冷
媒
を

室
内
か
ら
排
出
す
る
「
換
気
設
備
」
の
ど
ち
ら
か
が
必
要
と
な
り
ま
す

（
図
３
）。

　

上
記
の
安
全
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
ダ
イ
キ
ン
に
お
け
る

対
応
に
つ
い
て
記
載
し
ま
す
（
図
４
）
。
ダ
イ
キ
ン
で
は
、
ほ
ぼ
全
て

の
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
に
冷
媒
漏
え
い
セ
ン
サ
ー
を
標
準
搭
載
し
て
い
る
た

め
、
検
知
器
の
設
置
位
置
検
討
や
現
場
で
の
施
工
工
数
を
削
減
で
き
ま

す
。
ま
た
、
配
管
接
続
部
に
は
製
品
に
同
梱
さ
れ
て
い
る
、
ね
じ
接
合

継
手
の
「
フ
レ
ア
レ
ス
ジ
ョ
イ
ン
ト
」
を
使
用
す
る
事
で
、
漏
え
い
想

定
箇
所
か
ら
除
外
、
漏
れ
箇
所
を
持
た
な
い
空
調
シ
ス
テ
ム
を
実
現
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
「
警
報
器
」
に
つ
い
て
も
、
ダ
イ
キ
ン
で
は
警
報
器

を
リ
モ
コ
ン
に
標
準
搭
載
し
て
い
る
の
で
、
設
置
位
置
の
検
討
や
積
算
、

設
置
作
業
は
不
要
で
す
。

　

万
が
一
冷
媒
が
漏
れ
た
場
合
の
安
全
対
策
の
「
遮
断
弁
」
に
つ
い
て

は
別
売
品
と
し
て
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
ダ
イ
キ
ン
の
遮
断
弁

は
室
内
機
か
ら
電
源
を
供
給
す
る
た
め
、
別
電
源
は
不
要
で
す
。
ま
た

ガ
ス
管
２
本
の
み
を
標
準
付
属
の
ね
じ
接
合
継
手
（
フ
レ
ア
レ
ス
ジ
ョ

イ
ン
ト
）
で
接
続
す
る
た
め
、
検
知
器
の
設
置
や
ろ
う
付
け
が
不
要
で

作
業
時
間
を
短
縮
で
き
ま
す
。
別
売
品
の
取
付
板
を
使
用
す
れ
ば
、
室

内
機
に
直
付
け
で
き
、
吊
り
ボ
ル
ト
も
不
要
に
な
り
ま
す
。
冷
暖
同
時

機
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
Ｓ
ユ
ニ
ッ
ト
が
遮
断
弁
の
役
割
を
担
う
た
め
、
追

加
の
遮
断
弁
の
手
配
や
施
工
は
不
要
で
す
。
ま
た
、「
換
気
装
置
」
に

よ
る
対
策
の
場
合
は
、
漏
え
い
検
知
の
信
号
と
連
動
し
て
換
気
装
置
が

強
制
的
に
運
転
を
開
始
し
ま
す
。

　

上
記
の
安
全
対
策
設
備
の
設
計
、
施
工
を
行
っ
た
際
は
、
試
運
転
前

に
「
回
路
検
査
」
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
回
路
検
査
は
、
検
知
器
の
信

号
に
よ
っ
て
警
報
器
が
発
報
し
、
安
全
対
策
装
置
が
正
し
く
作
動
し
て

い
る
か
確
認
す
る
た
め
の
検
査
で
す
。

　

納
入
後
は
、
１
年
に
１
度
以
上
の
回
路
検
査
と
、
５
年
に
１
度
の
漏

え
い
セ
ン
サ
ー
の
定
期
交
換
が
必
要
に
な
り
、
点
検
内
容
を
記
録
す
る

こ
と
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
機
器
に
同
梱
さ

れ
て
い
る
「
点
検
記
録
表
（
安
全
対

策
仕
様
書
）」
に
、
検
査
に
必
要
な

機
種
名
、
設
置
場
所
、
冷
媒
充
填
量
、

安
全
対
策
の
要
・
不
要
、
対
策
方
法

（
遮
断
弁
or
換
気
設
備
）
な
ど
の
情

報
を
記
入
し
、
機
器
の
管
理
者
が
記

録
・
保
管
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

（
次
号
に
つ
づ
く
）

低
温
暖
化
冷
媒
Ｒ
32
の
特
性
と
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
発
行
の
背
景

ダ
イ
キ
ン
Ｒ
32
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
の

安
全
対
策
の
概
要

図
１  

安
全
対
策
の
全
体
フ
ロ
ー
図

図３  安全対策が必要な場合の対策方法

図２  安全対策の要否判定

図４  ダイキンにおける安全対策設備の概要

※ ビル用マルチエアコンの指定製品化
や安全対策に関する情報は、下記
WEBサイトにも掲載

　しております。
　QRコードからご覧
　いただけます。
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木
架
構
パ
ー
ス
を
図
２
に
示
す
。
耐
火
集
成
材
に

よ
る
斜
め
柱
と
テ
ン
シ
ョ
ン
ロ
ッ
ド
を
組
み
合
わ
せ

た
外
殻
構
造
で
あ
る
。
耐
火
集
成
材
の
斜
め
柱
は
常

時
の
建
物
鉛
直
荷
重
を
支
持
し
つ
つ
、
地
震
時
に
お

い
て
は
耐
火
集
成
材
の
ブ
レ
ー
ス
効
果
に
よ
り
、
必

要
な
建
物
剛
性
と
耐
震
性
能
を
確
保
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
北
海
道
に
お
け
る
森
林
循
環
の
促
進
と
都

市
へ
の
効
果
的
な
炭
素
固
定
を
図
っ
た
。

環
境
・
設
備
計
画
概
要

 

環
境
・
設
備
コ
ン
セ
プ
ト

　

図
３
に
環
境
・
設
備
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
を
示
す
。
当

該
敷
地
に
豊
富
な
地
下
水
の
利
用
等
、
地
域
特
性
を

綿
密
に
調
査
し
た
う
え
で
環
境
配
慮
技
術
を
組
み
合

わ
せ
て
い
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実

現
に
向
け
、
亜
寒
帯
型
の
地
域
脱
炭
素
フ
ラ
ッ
グ

シ
ッ
プ
モ
デ
ル
を
目
指
し
た
。

 

木
架
構
の
表
出
と
環
境
性
能
を
両
立
す
る

 

フ
ァ
サ
ー
ド

　

本
建
物
は
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
た

め
、
発
信
性
を
重
視
し
、
特
徴
的
な
木
架
構
を
は
じ

め
室
内
の
様
子
が
外
へ
表
出
す
る
意
匠
が
求
め
ら
れ

た
。
そ
こ
で
外
か
ら
も
木
の
構
造
体
が
見
え
る
よ
う

に
透
過
性
の
高
い
ガ
ラ
ス
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
の

フ
ァ
サ
ー
ド
と
し
た
。
一
方
、
寒
冷
地
に
お
け
る
ガ

ラ
ス
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
フ
ァ
サ
ー
ド
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
の
増
加
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
し
つ
つ
、
環
境
性
能

を
確
保
し
た
フ
ァ
サ
ー
ド
と
す
る
た
め
に
、
設
計
初

期
段
階
か
ら
年
間
熱
負
荷
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用

い
た
検
証
を
行
っ
た
。

　

結
果
と
し
て
、
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
封
入
ト
リ
プ
ル
ガ

ラ
ス
（
構
成

：

Ｌ
ｏ
ｗ

－

Ｅ
ガ
ラ
ス
＋
フ
ロ
ー
ト
ガ

ラ
ス
＋
Ｌ
ｏ
ｗ

－

Ｅ
ガ
ラ
ス
、
熱
貫
流
率

：

Ｕ
ガ
ラ

 表１  建物概要
 　　　　　　　　　　　　  
 建 築 地　 北海道札幌市

 建物用途　 （主）事務所

 　　　　　 （従）飲食店舗

 竣 工 日　 2024年10月

 構　　造　 木造

 　　　　　 一部 鉄骨造

 規　　模　 BO F4 P1

 最高の高さ　 19.805ｍ

 敷地面積　 5,190.84㎡

 建築面積　 2,733.43㎡

 延床面積　 6,639.99㎡

は
じ
め
に

　

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
森
は
、
北
海
道
と
桑
園

地
区
が
持
つ
特
有
の
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組

ん
だ
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で
あ
る
。

こ
の
課
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
研
究
機
関
、
大

学
、
自
治
体
、
地
元
企
業
等
と
連
携
し
、
新
た
な
発

想
と
協
働
に
よ
っ
て
、
新
し
い
価
値
の
創
出
を
図
っ

て
い
る
。

　

近
年
、
世
界
規
模
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

社
会
を
目
指
す
動
き
が
加
速
し
て
い
る
な
か
、
地
域

の
課
題
解
決
を
目
的
と
し
た
本
建
物
は
、
単
な
る
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
Ｃ
Ｏ
２
で
は
な
く
、
同
時
に
地
域

経
済
・
社
会
を
成
長
さ
せ
て
い
く
「
地
域
脱
炭
素
」

の
視
点
で
設
計
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
本
建
物

の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
す
る
。
写
真
１
に
本
建

物
の
外
観
、
表
１
に
建
物
概
要
を
示
す
。

建
築
計
画
概
要

　

本
建
物
は
、
施
設
テ
ー
マ
に
「
森
」
を
う
た
っ
て

お
り
、
地
域
の
人
々
が
公
園
の
よ
う
に
利
用
で
き
る

緑
豊
か
な
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
中
に
、
象
徴
的
な

フ
ァ
サ
ー
ド
を
有
す
る
木
造
建
築
と
な
っ
て
い
る
。

図
１
に
建
物
構
成
を
示
す
。
各
階
異
な
っ
た
機
能
を

設
定
し
て
お
り
、
建
物
中
心
に
設
け
た
イ
ン
ナ
ー

ガ
ー
デ
ン
と
称
す
る
吹
き
抜
け
に
よ
り
、
空
間
が
連

続
し
て
い
る
（
写
真
２
）。
執
務
者
が
、
好
み
に
応

じ
て
働
く
場
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
るA

ctiv
ity

 

B
a

sed
 W

o
rk

in
g

（
Ａ
Ｂ
Ｗ
）
型
の
執
務
ス
ペ
ー
ス

と
し
た
。構

造
計
画
概
要

　

建
築
用
材
と
し
て
の
利
活
用
が
進
ま
な
い
道
内
の

林
業
の
課
題
を
踏
ま
え
、
森
林
循
環
促
進
の
た
め
に

道
産
カ
ラ
マ
ツ
を
100
％
構
造
体
に
利
用
し
た
木
造
と

し
た
。

　図１  建物構成

　写真１  建物外観

　

図
３  

環
境
・
設
備
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム

　写真２  インナーガーデン

　図２  木架構パース



1415

ス
＝
０
・
６
１
Ｗ
／
㎡
・
Ｋ
、
日
射
熱
取
得
率

：

η

ガ
ラ
ス
＝
０
・
４
６
、
サ
ッ
シ
厚

：

47
㎜
）
を
採

用
し
た
。
こ
こ
で
、
日
射
熱
取
得
率
を
低
く
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
可
視
広
域
の
日
射
反
射
成
分
も
多
く

な
り
、
冷
房
負
荷
低
減
に
よ
っ
て
環
境
性
能
と
し
て

は
良
化
す
る
が
、
外
か
ら
は
見
え
に
く
く
な
る
懸
念

が
あ
る
た
め
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
に
は
留
意
し
た
。
ま

た
、
こ
の
熱
貫
流
率
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
標
準

を
超
え
る
サ
ッ
シ
厚
が
必
要
と
な
り
、
新
規
の
サ
ッ

シ
型
枠
制
作
に
よ
る
大
幅
な
コ
ス
ト
増
が
見
込
ま
れ

た
が
、
過
去
に
制
作
さ
れ
た
サ
ッ
シ
型
枠
を
用
い
る

こ
と
で
、
コ
ス
ト
を
抑
え
つ
つ
、
断
熱
性
能
を
確
保

し
た
。

　

サ
ッ
シ
を
含
む
窓
全
体
の
熱
貫
流
率
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ

Ａ
４
７
１
０
建
具
の
断
熱
性
試
験
方
法
に
準
じ
た

試
験
に
よ
り
、
Ｕ
窓
＝
１
・
９
Ｗ
／
㎡
・
Ｋ
で
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
等
級
の
Ｈ

－

６
相
当
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

２
０
２
５
年
２
月
19
日
（
水
）
19
時
00
分
時
点
で

の
熱
画
像
を
図
４
に
示
す
。
室
温
21
・
５
℃
、
外
気

温
マ
イ
ナ
ス
２
・
５
℃
に
お
け
る
３
階
北
側
の
執

務
ス
ペ
ー
ス
で
、
ガ
ラ
ス
表
面
温
度
は
、
ト
リ
プ

ル
ガ
ラ
ス
（
ａ
部
）
21
・
７
℃
、
ペ
ア
ガ
ラ
ス
（
ｂ

部
）
20
・
３
℃
、
サ
ッ
シ
（
ｃ
部
）
15
・
３
℃
だ
っ

た
。
窓
直
下
の
冷
温
水
コ
イ
ル
の
暖
房
効
果
も
あ
り
、

ト
リ
プ
ル
ガ
ラ
ス
は
室
温
同
等
の
ガ
ラ
ス
表
面
温
度

で
あ
っ
た
。
ト
リ
プ
ル
ガ
ラ
ス
の
高
い
断
熱
性
能
に

よ
り
、
良
好
な
温
熱
環
境
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

 
多
様
な
室
内
環
境
の
創
出

　

執
務
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
多
様
な
ワ
ー
カ
ー

が
気
持
ち
良
く
働
け
る
場
所
と
す
る
た
め
、
一
律
に

決
め
ら
れ
た
温
熱
環
境
で
は
な
く
、
様
々
な
温
熱
環

境
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
図
５
に
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
と
な
る
３
Ｆ
平
面
図
を
示
す
。
オ
ー
プ
ン

な
執
務
ス
ペ
ー
ス
（
写
真
３
）
内
に
、
積
雪
期
間
で

も
利
用
で
き
る
イ
ン
ナ
ー
テ
ラ
ス
を
点
在
さ
せ
て
い

る
。
イ
ン
ナ
ー
テ
ラ
ス
は
、
ほ
と
ん
ど
空
調
を
行
わ

な
い
、
執
務
ス
ペ
ー
ス
と
異
な
る
環
境
と
し
て
い
る
。

ま
た
エ
リ
ア
ご
と
に
異
な
る
空
調
方
式
を
採
用
す
る

こ
と
で
、
執
務
者
が
好
み
の
環
境
を
選
択
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

　

図
６
に
執
務
ス
ペ
ー
ス
の
空
調
概
要
を
示
す
。
メ

イ
ン
の
空
調
に
は
、
個
別
応
答
性
に
優
れ
た
空
冷

Ｈ
Ｐ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
）、
吹
出

口
に
は
空
気
式
放
射
パ
ネ
ル
を
採
用
し
た
。
面
速

約
０
・
１
ｍ
／
ｓ
の
微
気
流
で
吹
き
出
す
こ
と
で
、

ド
ラ
フ
ト
を
感
じ
づ
ら
く
、
パ
ネ
ル
面
の
放
射
効
果

に
よ
り
快
適
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
。

ま
た
、
パ
ネ
ル
内
に
は
潜
熱
蓄
熱
材
が
内
蔵
さ
れ
て

お
り
、
冷
房
に
お
い
て
は
パ
ネ
ル
面
の
結
露
、
暖
房

に
お
い
て
は
デ
フ
ロ
ス
ト
時
の
急
な
室
温
低
下
を
抑

制
し
て
い
る
。

　

外
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
ペ
リ
メ
ー
タ
ー
部
は
、

イ
ン
テ
リ
ア
と
の
熱
的
緩
衝
（
バ
ッ
フ
ァ
）
空
間
と

位
置
付
け
、
執
務
者
と
直
接
熱
の
授
受
が
可
能
な
結

露
許
容
型
の
冷
温
水
コ
イ
ル
を
採
用
し
た
。
地
下
水

熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
か
ら
供
給
さ
れ
る
冷
温
水

で
冷
房
・
暖
房
を
可
能
と
す
る
。

　

外
気
導
入
に
は
熱
回
収
外
調
機
を
採
用
し
た
。
積

雪
寒
冷
地
で
は
、
特
に
冬
期
の
外
気
負
荷
が
大
き
い

た
め
、
一
般
的
に
は
直
接
排
気
す
る
ト
イ
レ
等
の
空

気
を
、
熱
回
収
型
外
調
機
に
よ
り
熱
回
収
を
行
っ
た

の
ち
に
排
気
す
る
こ
と
で
、
排
熱
を
有
効
利
用
す
る

計
画
と
し
た
。
執
務
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
Ｓ
Ｏ
Ａ
を
Ｐ

Ａ
Ｃ
の
Ｒ
Ａ
チ
ャ
ン
バ
ー
（
立
ち
上
が
り
時
の
み
Ｓ

Ａ
チ
ャ
ン
バ
ー
）
に
接
続
し
、
外
気
導
入
を
行
っ
て

い
る
。
上
下
温
度
差
の
緩
和
と
換
気
効
率
の
向
上
の

た
め
に
Ｒ
Ａ
は
床
吸
込
口
か
ら
と
し
た
。

 

豊
富
な
地
下
水
を
用
い
た
熱
源

　

主
に
共
用
部
に
お
い
て
は
、
札
幌
の
豊
富
な
地
下

水
を
空
調
熱
源
に
利
用
す
る
帯
水
層
蓄
熱
シ
ス
テ
ム

（
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
）
を
採
用
し
た
。
空
調
利
用
に
よ
る
廃

熱
を
帯
水
層
に
蓄
熱
す
る
こ
と
で
、
高
効
率
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
を
意
図
し
た
。
図
７
に
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
の
概

要
を
示
す
。

　

ま
た
空
調
熱
源
と
し
て
利
用
し
た
地
下
水
は
、
雑

用
水
槽
へ
貯
水
し
、
ト
イ
レ
洗
浄
水
や
屋
上
庭
園
・

外
構
の
散
水
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
大
幅
に
上

水
使
用
量
を
削
減
さ
せ
て
い
る
。

 

建
築
分
野
に
お
け
る
水
素
普
及
に
向
け
た
提
案

　

札
幌
市
が
推
進
し
て
い
る
水
素
社
会
の
実
現
に
向

け
、
来
館
者
の
目
に
触
れ
る
機
会
の
多
い
エ
リ
ア
に

純
水
素
型
燃
料
電
池
を
設
置
し
た
。
従
来
、
純
水
素

型
燃
料
電
池
の
発
電
に
伴
い
生
成
さ
れ
る
廃
熱
は
屋

外
へ
放
熱
さ
れ
て
い
た
が
、
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
と
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
廃
熱
を
無
駄
に
し
な
い
シ
ス
テ
ム
を
考

案
し
た
。

　

熱
源
フ
ロ
ー
を
図
８
に
示
す
。
夏
期
の
冷
房
時
は

冷
水
井
戸
か
ら
く
み
上
げ
た
地
下
水
を
、
熱
交
換
器

を
介
し
て
地
下
水
熱
Ｈ
Ｐ
チ
ラ
ー
で
採
熱
し
、
温
度

が
高
く
な
っ
た
地
下
水
を
温
水
井
戸
へ
還
元
す
る
。

純
水
素
型
燃
料
電
池
の
廃
熱
は
全
量
温
水
井
戸
へ
放

熱
す
る
方
式
と
し
た
（
ａ
）。

　

冬
期
の
暖
房
時
は
温
水
井
戸
か
ら
く
み
上
げ
た
地

下
水
を
、
地
下
水
熱
Ｈ
Ｐ
チ
ラ
ー
で
採
熱
し
、
温
度

が
低
く
な
っ
た
地
下
水
を
冷
水
井
戸
に
還
元
す
る
。

純
水
素
型
燃
料
電
池
の
廃
熱
は
、
ベ
ン
チ
の
ス
ポ
ッ

ト
暖
房
（
写
真
５
）
と
、
地
下
水
熱
Ｈ
Ｐ
チ
ラ
ー
一

次
側
系
統
へ
放
熱
す
る
方
式
と
し
た
（
ｂ
）。

　

純
水
素
型
燃
料
電
池
の
設
置
状
況
を
写
真
５
に
示

す
。
前
述
し
た
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
と
の
連
携
に
よ
り
、
従
来

屋
外
に
し
か
設
置
で
き
な
か
っ
た
純
水
素
型
燃
料
電

池
を
屋
内
設
置
可
能
に
し
た
。
公
共
性
の
高
い
空
間

に
純
水
素
型
燃
料
電
池
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
多
く

の
来
館
者
か
ら
見
え
、
冬
は
廃
熱
を
ス
ポ
ッ
ト
暖
房

と
す
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｇ
Ｓ
と
し
て
の
理
解
・
体
感
が

で
き
る
。
ま
た
見
え
る
化
モ
ニ
タ
ー
を
設
け
る
こ
と

で
、
水
素
の
流
れ
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

環
境
認
証

　

本
建
物
は
、
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
認
証
を
取
得
し
て
お
り
、

設
計
段
階
で
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
（
Ｂ
Ｅ
Ｉ
＝

０
・
４
８
）
を
達
成
し
た
（
図
９
）。
実
運
用
に
お

い
て
も
、
運
用
初
年
度
か
ら
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
を

達
成
し
た
。
今
後
も
更
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
目

指
す
。
ま
た
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ

－

建
築
評
価
認
証
で
は

Ｂ
Ｅ
Ｅ
＝
６
・
１
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ

－

Ｓ
Ｗ
Ｏ
評

価
認
証
で
は
87
・
０
点
で
、
共
に
Ｓ
ラ
ン
ク
を
達
成

し
て
い
る
。

　図４  執務スペース熱画像（北向き）

　図５  ３Ｆ平面図

　写真３  執務スペース

　図６  執務スペース空調概要

　図７  ATES概要

　（ｂ）冬期熱源フロー

　（ａ）夏期熱源フロー
　写真５  純水素型燃料電池設置状況

　図９  WEBプログラムによる年間エネルギー消費予測

　図８  熱源フロー

純水素型燃料電池純水素型燃料電池

ベンチ暖房（廃熱利用）ベンチ暖房（廃熱利用）
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技術営業課

小具 理恵子 さん

日々のお仕事の内容は？
　日々の仕事では、発注や検収、産業廃棄物や安全書類、労災保険などの技

術部門に関連する業務のほか、請求書発行や指名願いの手続きといった営業

関連業務を担当しています。また、PC設定、備品管理、異動者の社宅手配

など、支店内の業務全般にも携わっています。

どんな事に気を付けてお仕事されていますか？
　新しい仕事に取り組むときは、できるだけ早いうちにマニュアルを作るよ

うにしています。最近は、ゼネコンの発注や請求、産業廃棄物や安全書類、

労災関係など、WEBで行う手続きが増えてきました。そうした作業につい

ても、自分が分かりやすい形でまとめつつ、次に同じ作業をする人が迷わず

進められるよう、少し意識して整理しています。

会社のＰＲ
　当社は創業から96年を迎える会社で、空調設備を中心に、建物を快適に利

用できるようにするための設備工事を行っています。オフィスビルや商業施

設、工場など、建物の用途や現場の状況に合わせて、設計から施工、完成後

のメンテナンスまで対応しています。北海道支店は、札幌駅地下歩行空間か

ら直結する新しいビルにあり、通いやすい環境にあります。

休日の過ごし方は？
　休日は、子どもと一緒に勉強やゲーム、アニメを楽しんだり、外食やドラ

イブに出かけたりしています。一人の時間には、気になっていた料理に挑戦

したり、ドラマや映画を観ながら、のんびり過ごすことが多いです。

趣味 ・特技は？
　ディズニーランドとディズニーシーが好きで、癒されるためにたまに訪れ

ています。札幌からだと移動が大変なので、ディズニー周辺のホテルに泊ま

り、羽田空港～ディズニー間は直行バスを利用する旅行スタイルがお気に入

りです。特に好きなアトラクションはタワー・オブ・テラーで、時間が許す

限り何度も乗ってしまいます。

　今回も「KIRAMEKI」の発刊に際しまして、多くの方々にご協力をいただきました。 
ありがとうございました。
　今回の特集は北海道でカーボンニュートラル社会を目指す動きが具現化した建物の実例

を２例紹介させていただきました。一つは日本最北端の都市である稚内市の市庁舎です。稚内市は以前
より大規模な風力発電施設の整備を進めてきており現状域内の再生可能エネルギー由来の発電量が市内
の電力消費量を上回る状況となり「ゼロ・カーボンシティ」の象徴として市庁舎の整備が行われました。
　冬期の内外温度差が30℃近くになる積雪寒冷地で熱性能が高い外皮の導入で削減した負荷を高効率設

備で処理を行うことでZEB Ready基準の達成につなげました。
　もう一つは「エア・ウォーターの森」です。建物名称からもわかる通り都市部の中にある「森」をテーマにうたってお
り、地域の方々が公園のように利用できる建物になっています。設備については、札幌の豊富な地下水を空調熱源に利用す
る帯水層蓄熱システムを採用しており、空調熱源に利用した地下水を雑用水として貯水しトイレ洗浄や屋上庭園などの散水
に利用することで大幅な上水利用を削減しました。BELS認証を得てZEB Readyを達成しました。
　また賛助会員の２社から寄稿いただきました。伊藤製缶様からは地域の工業高校に自社の工場見学を紹介したり授業で使
用する機械を寄付して工業教育の協力を行ったりと様々な活動をしてリクルート活動に努力されています。
　もう１社はダイキンHVACソリューション北海道様からは新冷媒への転換及び安全対策について寄稿いただきました。 
温室効果の低い新冷媒への転換は業界全体の重要課題であることやこの新冷媒の実用化が進んできているなか、様々な安全
対策が伴うことを大変わかりやすく解説していただきました。ダイキン様には次号でも新冷媒に伴う商品展望について寄稿
いただきます。

第32回 札幌圏支部

新日本空調株式会社 北海道支店

 ｢ K I R AM E K I ｣ バックナンバーはこちら

▲


